
南魚沼市水道事業
水道料金改定の審議（第4回）
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1. 前回の審議について確認
⑴ 現行用途料金（公衆浴場）

２

• 公衆衛生の向上に寄与する

• 地域性を考慮して、特殊料金として継続する

• 現在の対象給水件数 ３件

継続

• 一般用25㎜以上の改定率に準じて、料金値上げを行う

• 使用水量に応じ、段階的に料金が安くなる超過料金は改
める

料金見直し

• 補助金が交付されている事業者もいる、例外は必要ない

• 例外を設けず、シンプルな料金体系が望ましいが、段階的に５年
程度で廃止して、一般料金を適用すれば最も実務的である

• 料金値上り幅は、できる限り抑えること

附帯意見



⑵ 現行用途料金（温泉旅館）

３

• 温泉資源を活用して、四季観光の振興を図る

• 地域性を考慮して、特殊料金として継続する

• 現在の対象給水件数 １２件（うち１件休止中）

継続

• 一般用口径25㎜以上の改定率に準じ、料金値上げを行う

• 超過料金の逓減は、値上り幅を考慮して判断する

• 温泉旅館についても、大口使用者として、負担増をお願い
する

料金見直し

• 試算の値上り額を宿泊者数で割れば、高くない印象を受ける

• 公衆浴場と同様に、段階的に廃止して一般料金と同じにすること
が最も実務的である

• 料金値上り幅は、できる限り抑えること

• 使用者の理解が得られるよう説明に努めること

附帯意見



⑶ 現行用途料金（旧簡易水道一般）

４

• 旧簡易水道一般用の料金を廃止して、一般用料金を適用
する

• 上水道との統合に際して、料金激変緩和措置で特殊料金
を設定したが、すでに１０年以上経過している

• 現在の対象給水件数 １７０件

廃止

• 使用水量が少ない方を除き、使用者のほとんどが値上げ
になる

• 改定で負担が大きくなる口径２５㎜以上の使用者は６件に
なるが、使用量が少ないので、メーター口径変更の検討を
使用者に促す

考慮すべき
事項

• 上水道統合に際して、地区と取り決めがある場合は、配慮
すること

• 使用者の理解が得られるよう説明に努めること
附帯意見



⑷ 現行用途料金（臨時）

５

• 工事現場作業所や仮設事務所など、一時的な給水が必要
になる場合に適用する

• 令和３年度給水実績は、月平均３６件で給水収益（税込）
で１９５万円でした

継続

• 一時的な使用を前提としているので、据置きにする

• 臨時使用は、水道加入負担金が必要ないので、一般用に
比べ割高な料金設定で据置きにする

料金据置き

• 臨時料金の根拠を明示すると良い附帯意見



６

2.料金設定で検討すべき項目
⑴ 料金改定率の詳細について

口径

----

使用量

平均

使用量

10㎥

30㎥

50㎥

13㎜

改定率

％

16㎥
▲2.2

▲2.5

▲1.9

▲1.8

25㎜

改定率

％

42㎥
34.4

137.0

44.6

26.1

40㎜

改定率

％

116㎥
32.3

391.9

129.5

77.1

50㎜

改定率

％

255㎥
32.6

870.3

289.0

172.8

25㎜以上の基本料金は、平均的な使用量における値上げ
率を同じレベルになるように調整し、平均改定率が29.3％
になることは、前回の審議で確認をしていただきました。
しかし、改定率は現行料金との対比ですので、使用量に
よって率が異なり、特に使用量が少ないと改定率が大きく
なります。 →詳細は、資料2及び資料3をご覧ください

従量料金 1㎥当たり

口径 1～10㎥ 11㎥以上

13・20㎜ ７７円
２４２円

25㎜以上 ２４２円

基本料金

13mm 1,628円

20mm 1,683円

25mm 3,410円

30mm 6,600円

40mm 9,680円

50mm 21,450円

75mm 57,200円

100mm以上 176,000円

確定基準額 一般家庭
への影響
を考慮し、
現行より
値上げに
ならない
よう調整
する

各口径で
の平均的
な使用量
における
値上げ率
が同レベ
ルになる
ように調
整する

緩和繰入金が無ければ、この表
が改定後の水道料金になります



７

⑵ 要望書の検討

営利を目的に

していない

事業 高齢者、

障がい者福祉

に貢献

諸経費の

高騰で経営に

影響あり
補助金と

公費助成の

適用あり

水道事業で

助成するのが

適正か

わかりやすい

シンプルな

水道料金

社会福祉法人南魚沼福祉会より、福祉
事業に新たに用途区分を設けて、安価
な料金設定の要望書が提出されました。

福祉事業
特殊料金
の可否
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【資料】要望施設の料金比較

南魚沼福祉会の入居型施設は、次の３施設です。

合計10件の給水契約があります。

社会福祉法人

南魚沼福祉会

特別養護

老人ホーム

まいこ園

みなみ園

障がい者

支援施設
まきはたの里

代表的な施設について、温泉旅館（改定率30％）で料金を比較してみます。結果は、
下図のとおりでした。現行は一般用ですので、特殊料金にすれば安価になります。

A施設 メーター40㎜ 1,293㎥/月

料金区分 月額料金 年額 年差額

現行料金 318,078 3,816,936

新基準料金 322,586 3,871,032 54,096

新温泉旅館 257,075 3,084,900 ▲ 732,036

B施設 メーター75㎜ 672㎥/月

料金区分 月額料金 年額 年差額

現行料金 165,312 1,983,744

新基準料金 219,824 2,637,888 654,144

新温泉旅館 147,927 1,775,124 ▲ 208,620

・ 市内に介護施設が50施設、障がい者福祉施設が15施設あり、平均月使用量が約500㎥、ﾒｰﾀｰ
は20～50㎜でした。福祉・介護内容が多岐にわたり、対象要件をどう定めるか課題があり、分かり
難い複雑な料金設定は避けなければなりません。

・ 福祉施設に特殊料金を定めた場合、減収分の財源は、一般会計繰入金を充てるべきと考えます。
しかし、特定の事業者を対象にした繰入金は疑問が残ります。従って、他の大口使用者と同様に
取扱い、大口使用者全体の値上げ緩和のために繰入金を充てた方が、より広い有益につながる
と考えます。
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⑶ 福祉減免制度の検討

目的

• 住民福祉の向上に寄与する

• 水道基本料金の負担軽減

• 平成24年8月分から実施

要件

• 市県民税の非課税世帯

• 高齢者（65歳以上）のみで生活

• 生活保護世帯は対象外

減免額

• 上水道一般： 1,305円/月（R3）

• 旧簡水一般： 1,196円/月（R3）

H29

710件

1,088

万円

H30

692件

993

万円

R元

663件

967

万円

R2

633件

948

万円

R3

595件

978

万円

減免実績

・福祉減免制度は、水道使用量が少なく割高な水道料金を支払う高齢者世帯に対して、
負担の軽減を目的に時限的な特別措置として、基本料金の減免を実施してきました。

・減免を始めて１０年が経過しました。今回の改定により、基本料金が変わることで、
高齢者世帯だけでなく、使用量の少ない世帯の負担は、広く継続的に軽減されます。

10年経過、減免
累計：9,753万円

財源は一般
会計からの

繰入金

料金改定
で軽減の
範囲が広

がる
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【資料】福祉減免を受けている世帯の水道使用量

最新の水道実績から福祉減免
対象世帯595件の使用量を表示
します。
使用水量が10㎥未満で、割高な
基本料金を負担をしている世帯
は、全体の54％、323件でした。
また、メーター25㎜以上の対象
世帯は、4件です。
新料金で現行の内容で福祉減
免額を試算すると年約590万円
の減免額になります。すでに基
本料金が値下げになっています
ので、13・20㎜については、現行
の減免後基本料金1,155円より
更に安価になってしまいます。
加えて、使用量が多い世帯もあ
りますので、福祉減免の本来の
目的から外れる使用形態になっ
ています。

基本料金が見直され、広く負担
軽減されるので、時限的な福祉
減免は終了したい。

0～4 5～9
10～

19

20～

29

30～

39

40～

49

50～

59

件数 104 219 223 39 6 3 1

104

219 223

39

6 3 1
0

50

100

150

200

250

件
数

使用量

最新R4.6月 福祉減免595件の使用量内訳

323件 54％

福祉減免を継続（基本料金の半額）した場合の減免試算

最新件数 新料金基本料 50% 月額 年額
１３㎜ 539 1,628 814 438,746 5,264,952 
２０㎜ 52 1,683 842 43,784 525,408 
２５㎜ 3 3,410 1,705 5,115 61,380 
４０㎜ 1 9,680 4,840 4,840 58,080 

合計 595 492,485 5,909,820 
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⑷ リゾートマンション料金の検討

リゾートマンション

旧塩沢町の５棟

グランドウイング

舞子高原

ライオンズマン

ション石打丸山
ツインタワー石打

ピステ石打

フォレストヒルズ

石打

最新給水件数

5棟で2,822件

13㎜＝2,601件

20㎜＝ 196件

25㎜＝ 18件

40㎜＝ 2件

50㎜＝ 1件

75㎜＝ 2件

100㎜＝ 2件

R4.3月～5月まで

使用量10㎥以下

2,784件（98.7％）

改定料金の適用
で大幅な減収が

見込まれる

メーターサイズ毎
に10㎥までの

基本料金を設定

13㎜基本料金は

10㎥まで2,398円

（1,628+770）

20㎜基本料金は

10㎥まで2,453円

（1,683+770）

基本水量の設定
により、減収を抑
えることができる

・・リゾートマンションについては、毎月の使用量が少なく改定による減収が大きいので
改定金額は適用するが、10㎥までの基本水量の制度を残して、メーター毎に10㎥分を
基本料金にする特殊料金を新たに設定したい。
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・ メーター２５㎜以上の大口使用者は平均改定率２９．３％の値上げになる。

・ 値上げが段階的に実施できるように、一般会計に対して値上げ緩和の繰入金

を要望します。

• 一般会計繰入金５，０００万円で、約3％値上げを抑えることができる試算です。

• 令和９年度まで総額で、１億５千万円の繰入金を要望する方針です。

• 繰入金は時限的な措置であり、将来にわたり約束されるものではありません。

・ 今回の水道料金改定の算定期間は、令和５年度から９年度までの５年間です。

・ 令和９年度には、令和１０年度以降の「総括原価」を算定して、水道事業収支を

確認します。そして、必要があれば水道料金改定の検討をすることになります。

・ 今後は、定期的に水道事業収支を確認しながら、経営現状に即した水道料金に

見直していく方針です。

• 水道料金の算定は、全国的基準の「水道料金算定要領」にもとづき行います。

• 原価を無視した水道料金の設定は、水道事業の健全な発展はもとより、現状の
維持さえも困難にするばかりでなく、給水サービスの低下を招くことになります。
このような事態を避けるため、水道料金の適正化を図ります。

⑸ 繰入金の検討と今後の方針
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3. 審議委員会のスケジュール

審議委員会 開催日程 主な説明と審議内容

第1回 令和4年3月24日

・水道料金の改定について諮問
・水道料金と経営状況の推移
・事業計画
・水道料金の算定方法

第2回 令和4年5月26日
・県内20市の水道料金比較表
・改定水道料金（案/基準料金）

第3回 令和4年7月13日 ・現行用途料金の検討

第4回 令和4年8月23日

・料金改定率の詳細について
・要望書の検討
・福祉減免制度の検討
・ﾘｿﾞｰﾄﾏﾝｼｮﾝ料金の検討
・繰入金の検討と今後の方針

第5回 令和4年9月28日予定
・改定水道料金最終案の確認
・審議会の意見取りまとめ

第6回 令和4年10月予定
・答申書の審議
・答申書の提出


